
南⼭⼩学校区まちづくり協議会設⽴準備会
「振り返り」と「これから」

Ｒ６．４．２１ 説明資料
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なぜ⽩井市は
「⼩学校区単位のまちづくり」
を進めるのか
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白井市 南山小学校区の人口・世帯構成の特徴 1月21日川北先生の講演より

（概要）
①人口の総数＆若手の減少が超々高速

+高齢化率は全国平均より２０年早い→２０４０年には５
０％？

・前期高齢者が急減→団塊ｊｒのみ回復、８５歳以上倍以
上

・世帯数も減少へ、独居世帯が１/５→１/４に増加、空家急
増

→見直さないと負担過重 行事・会議は重ねる＆間引く

②残存率（地域に残ってくれる方）：６０-８０歳代が高い

⇔２０代・４０代＆９０歳以上男性低い

→若者＆女性の気持ちと力を活かす地域づくりを！

③高齢者のみの世帯 ３割→４割へ＋高齢者独居率が増加傾
向

→健康づくり・福祉・防災・生活支援は一体で！ 5
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少⼦化

税収減

サービス縮⼩

⼈⼝減少

⾼齢化

扶助費増⼤

歳出増職員数減

財源不⾜

地域課題への対応⼒低下

深刻化する
地域課題

対応不可
ニーズの

多様化・複雑化
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少⼦化・⾼齢化が進むと
⾏政だけで、すべての地域課題
に対応することは限界
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⼤規模災害時は、
⾏政だけでは⼗分な対応が
できない
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災害時、避難所の運営は誰が︖
救援物資の分配は誰が仕切る︖
⽕事場泥棒が横⾏するのでは︖
地域の治安、⽣活環境は誰かが
守ってくれるのか︖
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突然の⼤規模災害に備え
て、
築いておきたい、
地域の絆を。
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⾃治会加⼊率の低下

助け合い・お互い様
精神の低下

地域活動の
担い⼿不⾜

地域活動の停滞

定年の延⻑

ネット環境の充実
（情報ツール）

共働き世帯の増加
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利便性の向上
（買物・サービス）
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既存の地域活動が
活発だったら・・・
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清掃当番 地域の
マナー・ルール 情報共有防犯パトロール

⼦どもの⾒守り 災害時の協⼒ ご近所付き合い

地域活動が活発だと
騙されちゃ
ダメよ‼
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既存の地域活動が
停滞すると・・・
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地域活動が停滞した結果・・・

美観の悪化 地域トラブル発⽣ 孤独化・孤⽴化治安の悪化

不審者の発⽣ 協⼒体制の崩壊 地域への無関⼼
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増⼤する地域課題と
⼤規模災害への備えを
余⼒のあるうちに
備える必要がある。
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こうした状況に対応していくた
めに、地域で助け合い・⽀え合
う「新たな協働のまちづくりの
仕組み」が必要

18



19

「新たな協働のまちづくりの仕組み」

⼩学校区単位のまちづくり
⽣活に⾝近な⼩学校区域で、市⺠が主役となり、互いに協⼒・連
携し、地域課題の解決や魅⼒づくりに取り組むまちづくり

⼩学校区まちづくり協議会

■⽩井市のコンセプト

■枠組み・団体の名称
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20⼩学校区まちづくり⽀援職員募集

⼩学校区まちづくり協議会は、⾃助・共助・公助の【共助】
の部分を念頭に活動を進めます。

⼩学校区まちづくり協議会って、何をするのか︖

個⼈で解決できることは、個⼈で解決する⾃助

共助

公助

個⼈で解決できないことは、地域で解決する

地域で解決できないことは、⾏政で解決する

⽩井市では、⼩学校を中⼼に⽣活圏が近い区域⼀帯を、
「共助」の範囲＝「まちづくり協議会」として進めます。 20
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自治連合会
南山小学校区支部 南部地区民生委員

児童委員協議会

南山小学校

南山小学校
PTA

白井駅前センター

公募市民

白井高校

南山小学校区地区
社会福祉協議会

⽇頃から協⼒・連携することで、地域⼒を⾼めよう

イベントでも、災害時でも、地域で団結できる体制が⼤切です
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だから、
⽩井市は、
⼩学校区まちづくり協議会を
すべての⼩学校区に設⽴すべく
事業を展開しています
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⼩学校区まちづくり協議会設⽴経過・予定

現時点では、設⽴時期未定

③⼤⼭⼝⼩学校区
令和４年２⽉２７⽇設⽴

②⽩井第三⼩学校区
令和４年２⽉６⽇設⽴

①⽩井第⼆⼩学校区
令和４年１⽉１５⽇設⽴

清⽔⼝⼩学校区
５番⽬の設⽴を⽬指す

南⼭⼩学校区
４番⽬の設⽴を⽬指す
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これまでの取組み
①【R5.5/21】団体活動の整理（棚卸し）
構成する団体の地域活動の現状・成果・課題等を
⾒える化を⾏なった。

②【7/16】南⼭⼩学校区の宝探し（ワークショップ）
南⼭⼩学校区の特徴や魅⼒を⾒える化を⾏なった。

③【8/20】準備会規約及び役員について決定
・準備会の規約についての確認/決定。
・準備会の役員構成（会⻑1名/副会⻑2名/事務局⻑1名

/書記2名/広報2名）及び担当者の決定。
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これまでの取組み
④【10/11〜10/31】アンケート

・南⼭⼩学校区に在住している18歳以上の
男⼥800⼈を対象に無作為抽出にて実施。

・住⺠の暮らし、地域活動、地域課題、これか
らのまちづくりへの意⾒・意向などを把握。

⑤【11/19】協議会⻑のお話・危機管理監防災講話
・設⽴した⼩学校区まちづくり協議会の会⻑より、
設⽴後できていないことや準備会時に準備してお
けばよかった点等のアドバイス。
・防災の視点からまちづくり協議会の必要性に
ついての講話。 25
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⑥【R6.1/21】川北先⽣の講演/ワークショップ
・⼈⼝統計データや⾼齢化率等をもとに持続可能
な地域について考える。
他地域の事例紹介をもとにまちづくり協議会の
必要性についての講話。

・協議会設⽴にあたり、どのような取組を実施して
いくのかを話し合うために、「防災」「福祉」
「環境」「市⺠安全」「地域活性交流」の５つの
グループに分かれて現状や魅⼒/課題、それに
対する取組やアイディアを話し合った。

これまでの取組み
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⑦【3/10】南⼩区のまちづくりの将来像
（キャッチフレーズ）の決定
⽬指す地域の将来像（姿）について意⾒を
交わし、思いを集めた上、みんなで南⼭⼩学
校区のまちづくりの将来像（キャッチフレー
ズ）を決定。

これまでの取組み

『ずっともっと・・・好きなまち』
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これからの取組み
ワーキンググループの検討
各分野ごとにグループ分けをし、話し合う場を設ける

まちづくり計画のとりまとめ
・分野の⽬標
・事業毎の計画
・事業毎の概算予算

まちづくり協議会の検討
名称、規約、組織、役員、拠点（事務局）等を決定する
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団体活動
の課題（棚卸し）

構成する団体の地域活動の現
状・成果・課題等を見える化。

アンケート
住民の暮らし、地域活動、地
域課題、これからのまちづく
りへの意見・意向などを把握
。

みんなでまちづくりトーク
ワークショップでの意見

地域主体で、どのようなことに
取り組めば良いか今後、準備
会で話し合うための基（参考）
とする。

① ② ③
宝探し

南山小学校区の特徴や
魅力を見える化。

⑥

検討事項
ワーキンググループによる分野ごとの話し合い。
（分野ごとの目標、事業計画、概算予算）

こ
れ
ま
で
の
取
組

まちづくり協議会設立 まちづくり計画（3か年の分野別計画）

こ
れ
か
ら
の
取
組

⑤
川北先生講演
人口統計データや高齢
化率等をもとに持続可能
な地域について考える。
他地域の事例紹介をもと
にまちづくり協議会の必
要性についての講話。

④
協議会長のお話

危機管理監防災講話
設立後できていないことや
準備会時に準備しておけ
ばよかった点等のアドバイ
ス。

防災の視点からまちづくり
協議会の必要性について
講話。

南山小学校区の地域課題・魅力づくり等の整理・集約について イメージ図
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４月以降のスケジュール （３月１０日）現在 バージョン２
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